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   The patient, a 23-year-old male student, came to us with pyrexia and pain in the left 
abdomen. Clinical findings suggested stone in the ureter, and that part of the ureter was 
resected because a neoplastic hange with calcification was suspected on operation. 
   Pathohistological examination however, revealed precancerouschange associated with 
calcification on that lesion.
わた くしたちは最近,臨 床的に尿管結石 を疑
わせ,手 術切 除標本 によつ ては じめて確認 する










































レソ トゲソ検査所見=(第1図 ・第2図)腎 膀胱部
単純撮影と静脈性腎孟撮影とを施行したところ,左側
尿管第3腰椎の高さに小指頭大の結石様陰 影を 認 め














































摘出標本肉眼的所見:腫瘤を含む摘出尿 管 は肥 厚
し,表面は暗赤色,滑沢であった.腫瘤は小指頭大,




































す るまでの世 界の報告例 は,わ つ かに 良 性72
例,悪 性240例にすぎなかつた.し か し近年に
いた り泌尿器科的 診断法 の進歩 とともにその報
告例は急激に増加 しつつある.本 邦 に お い て
も,1958年に高安他o,は良性腫瘍27例,悪 性腫
瘍35例,計62例について総括報告 してい る.











































きた ままに,諸 家 の文献 より尿管腫瘍 のうち近




に分布 し,50才代,60才代,40才代 の順に多 く









発生部位は尿管の下3分 の1に 多 く,欧 米例
では60～70%以上が この部位 を占め,v本邦例 に
おいてもその40～soo/.はこの部位 に認 め られた
もの であ る.
腫瘍の種類では乳頭状癌が多 く.つ いで移行
上皮癌,扁 平上皮癌 の順 となつている.
臨床 診断 については術前 にこれ を診断 するこ
とは困難であ り,術 前,尿 管腫瘍 と診断 された
ものは大村他3》に よれば本邦例 において,わ つ
か に40例中17例であ る.
本症の診断上,困 難 な理 由 と して諸 家の報告
を要約す ると,(1)尿管腫瘍 が稀 な こと,(2)尿管
腫瘍 と しての独特の症状 が認 め られ ないこ と,
③尿管腫瘍の3大 徴候 といわ れる血尿,腹 部疹
痛,腫 部腫瘤が尿路 全般 の腫瘍 に も共通 な こと
の3点 であるため といわれてい る.
しか し比較的参考にな ると思われ るのは血尿
であ り,Scott4)の集計では全症 例の72%,西
尾他2)の統計 でも8396に本症状が認め られ てい
る.
血 尿に関 し最近注 目され るにいたつた症状 と
しては無症候性血尿,Krafl現象,Chevassu-
Mock現 象な らびにMario徴 候 などがあ る
が,こ れは尿管腫瘍 の診断 に とつて重要 である
ごと く,高 橋他5)・大村他3}・西尾他3〕・東福寺
他7,・内倉8)の指摘 する ところとなつ てい る.
蘇 つてわ た くした ちの症例 につ いて以上 の諸
点に関 して顧み るに,わ た くしたちの症例 は23
才 の男子で左側 尿管 の上方 に患部 があ り,明 か
な血尿の発生が認 め られ なかつた.か えつて当
初,結 石様 の痺 痛発作,発 熱 のみ反覆 し,レ ン
トゲソ所見において も尿管に一致 して結石様陰
影 を認めたがために,尿 管結石の疑 いで手 術を
施行 され,そ の際初めて尿管 の腫 瘍であ ること
が認め られ,組 織学的検 査に よつていわゆ る前
癌状態 ならびに石灰化像が証 明 された.
以上 の過程に おいて術前,尿 管 カテ ーテ リス
ムスならびに逆行性腎孟撮 影を施行 しなかつた
のは,① 本症状が当初,結 石様の症状が強かつ
たこと,(2)腎膀胱部 レソ トゲン単純撮 影な らび
に静脈性腎孟撮影に おい て尿管の結石様陰影が
認 め られ・③ かつ患側 の腎水腫 を認め たので簡
単 に尿管 結石 と考 えたた めである.
大堀 ・昆 ・古谷野一尿管腫瘍(尿 管結石を疑わせた症例)
も し術前尿管 カテーテ リス ムスな らびに逆 行
性腎孟撮影 を行 つていたな ら,あ るいは尿管腫
瘍なることを診断 しえたか も知れない
尿管 カテーテ リス ムスな らびに逆 行性腎孟撮
影の必要性 を痛感 してい る次第であ る.
尿管の腫瘍 の うち,前 癌状態を呈す るもの,
かっ石灰化を伴 つた ものについては,い まだ寡
聞に してこれ を文献 に認め ることが出来 ず,興
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